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女
子
の
高
等
教
育
が
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
よ
う
や
く
一
九
〇
三
年
の
専
門
学
校
令
の
公
布
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

女
子
も
「
高
等
ノ
学
術
技
芸
ヲ
教
授
ス
ル
学
校
」
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
四
年
以
上
の
高
等
女
学
校
卒
業
を
入
学
資

格
と
し
、
修
業
年
限
三
年
以
上
と
さ
れ
た
。

　

専
門
学
校
令
に
よ
る
女
子
の
最
初
の
学
校
は
一
九
〇
四
年
二
月
の
日
本
女
子
大
学
校
で
あ
っ
た
。
い
ま
開
設
十
番
目
ま
で
の
学

校
を
挙
げ
る
。
津
田
英
学
塾
（
一
九
〇
四
年
三
月
）、
青
山
学
院
女
子
専
門
部
（
同
）、
神
戸
女
学
院
専
門
部
（
一
九
〇
九
年
一
〇

月
）。
帝
国
女
子
専
門
学
校
（
同
年
一
一
月
）、
同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
（
一
九
一
二
年
二
月
。
一
九
三
〇
年
に
同
志
社
女
子
専

門
学
校
に
改
称
）、
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
（
同
年
三
月
）、
聖
心
女
子
学
院
高
等
専
門
学
校
（
一
九
一
五
年
三
月
）、
東
京
女
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四
二

子
大
学
（
一
九
一
八
年
三
月
、T

okyo W
om
enʼs Christian College

）、
活
水
女
子
専
門
学
校
（
一
九
一
九
年
三
月
）
で
あ
る
。

何
れ
も
私
立
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
六
校
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
で
あ
り
、
加
う
る
に
日
本
女
子
大
学
校
と
津
田
英
学
塾
の
二
校

の
創
立
者
、
成
瀬
仁
蔵
と
津
田
梅
子
の
性
格
か
ら
み
て
キ
リ
ス
ト
教
的
雰
囲
気
の
濃
い
学
校
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
公
立
校
は
そ

の
後
も
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
一
九
二
二
年
六
月
の
福
岡
県
女
子
専
門
学
校
が
最
初
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
と
は
別
に
教
員
養
成
を
目
的
と
す
る
師
範
学
校
は
女
子
高
等
教
育
レ
ベ
ル
と
し
て
は
一
八
八
六
年
の
師
範
学
校
令
に
も
と

づ
き
東
京
に
設
立
さ
れ
た
官
立
の
高
等
師
範
学
校
か
ら
一
八
九
〇
年
に
女
子
部
を
分
離
し
、
一
八
九
七
年
の
師
範
教
育
令
に
よ
り

女
子
高
等
師
範
学
校
と
な
り
、
一
九
〇
八
年
の
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
発
足
に
と
も
な
っ
て
「
東
京
」
の
文
字
を
冠
す
る
こ
と

に
な
っ
た
二
校
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
大
学
レ
ベ
ル
に
関
し
て
は
一
九
一
八
年
の
大
学
令
に
よ
っ
て
官
立
の
総
合
大
学
、
単
科
大
学
、
公
立
大
学
に
加
え
て
私

立
大
学
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
が
、
女
子
大
学
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
新
学
制
に
至
る
ま
で
、
法
的
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

こ
の
間
、
大
学
令
に
よ
る
女
子
大
学
を
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
女
子
固
有
の
枠
を
設
け
た
う
え
で
の
設
立
が
具
体
化
し
よ
う
と
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
結
局
実
現
は
し
な
か
っ
た（

（
（

。
日
本
女
子
大
学
校
、
東
京
女
子
大
学
、
神
戸
女
学
院
大
学
部
な
ど
の
大
学
の

名
称
も
専
門
学
校
令
下
の
「
大
学
」
で
あ
り
、
大
学
令
に
よ
る
女
子
大
学
は
戦
前
に
は
つ
い
に
実
現
し
な
か
っ
た
。

　

女
子
を
大
学
に
正
規
の
学
生
と
し
て
入
学
さ
せ
た
の
は
一
九
一
三
年
の
東
北
帝
国
大
学
理
科
大
学
（
一
九
一
九
年
理
学
部
）
を

も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。
し
か
し
、
女
子
学
生
に
門
戸
を
開
い
た
歴
史
的
意
義
と
は
別
に
、
新
設
の
帝
大
と
し
て
は
入
学
資
格
を
従

来
の
高
等
学
校
だ
け
で
入
学
生
確
保
が
で
き
る
か
危
惧
す
る
な
か
、
い
わ
ゆ
る
傍
系
と
さ
れ
る
専
門
学
校
、
高
等
師
範
学
校
な
ど

の
卒
業
生
に
拡
大
を
企
て
た
現
実
的
対
応
の
結
果
で
も
あ
っ
た
側
面
も
無
視
で
き
な
い（

（
（

。
こ
れ
を
決
め
た
初
代
総
長
澤
柳
政
太
郎

は
「
傍
系
入
学
を
認
め
た
規
程
を
根
拠
に
女
性
の
入
学
を
大
い
に
奨
励
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
女
性
の
入
学
を
拒
否
す
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三

る
理
由
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、「
決
し
て
女
子
の
高
等
教
育
を
大
い
に
奨
励
す
る
可
し
と
い
ふ
よ
う
な
意
見
か
ら
で
」
は
な
か

っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
た（

（
（

。
澤
柳
は
別
の
機
会
に
も
、
女
性
の
た
め
に
高
等
教
育
機
関
を
開
放
す
る
必
要
に
つ
い
て
「
終
身
独

立
生
活
を
営
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
『
不
幸
な
女
子
』、
一
家
を
背
負
っ
て
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
『
不
幸
』
な
境
遇
の
女
性

の
た
め
」
と
述
べ
て
い
た
と
い
う（

（
（

。
施
行
初
年
の
入
学
宣
誓
式
の
訓
辞
条
目
の
「
女
子
入
学
ヲ
許
可
シ
タ
ル
主
旨
及
学
生
心
得
」

で
も
き
わ
め
て
消
極
的
な
条
目
が
並
べ
ら
れ
て
い
た（

（
（

。

　

入
学
試
験
最
中
の
一
九
一
三
年
八
月
九
日
に
届
い
た
文
部
省
専
門
学
校
局
長
松
浦
鎭
次
郎
の
北
條
時
敬
総
長
宛
の
「
元
来
女
子

ヲ
帝
国
大
学
ニ
入
学
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
前
例
無
之
事
ニ
テ
、
頗
ル
重
大
ナ
ル
事
件
ニ
有
之
、
大
ニ
講
究
ヲ
要
シ
候
」
と
の
照
会
文

書
か
ら
も
女
子
入
学
に
対
す
る
文
部
省
の
肯
定
的
な
姿
勢
は
読
み
と
り
難
い
。
と
も
あ
れ
一
九
一
三
年
に
三
名
の
女
子
（
東
京
女

高
師
出
身
二
名
、
日
本
女
子
大
出
身
一
名
）
が
入
学
し
た
が
、
そ
の
後
一
九
二
三
年
ま
で
女
子
の
入
学
者
は
な
か
っ
た
。
東
北
帝

大
の
女
子
へ
の
門
戸
開
放
を
契
機
に
に
わ
か
に
潮
流
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

東
北
帝
大
の
後
、
聴
講
生
、
選
科
生
を
受
け
入
れ
る
大
学
が
あ
っ
た
が
、
本
科
学
生
と
し
て
女
子
の
入
学
を
認
め
た
の
は
一
九

二
三
年
の
同
志
社
大
学
で
あ
っ
た（

（
（

。
こ
の
年
東
北
帝
大
に
法
文
学
部
が
設
置
さ
れ
、
同
学
部
も
女
子
学
生
入
学
を
認
め
た
。

　

同
志
社
総
長
は
海
老
名
弾
正
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
女
子
教
育
観
は
主
筆
、
主
幹
で
あ
っ
た
『
新
人
』（
一
九
〇
〇
年
七
月
創
刊
）、

『
新
女
界
』（
一
九
〇
九
年
創
刊
）
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
女
子
教
育
の
必
要
は
両
誌
上
、
弾
正
の
ほ
か
、
妻
の
み
や
、

安
井
哲
子
、
野
口
精
子
、
元
良
勇
次
郎
、
浮
田
和
民
、
吉
野
作
造
、
村
田
勤
、
成
瀬
仁
蔵
、
横
井
時
雄
、
松
浦
政
泰
、
帆
足
理
一

郎
、
新
渡
戸
稲
造
、
重
松
茂
野
ら
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
た（

（
（

。
海
老
名
は
一
九
二
〇
年
四
月
の
総
長
就
任
の
と

き
か
ら
同
志
社
大
学
に
お
け
る
男
女
共
学
の
実
現
を
構
想
し
、
そ
の
具
体
化
を
計
っ
て
い
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
東
北
帝
大
の

澤
柳
の
あ
る
種
の
消
極
性
と
は
異
な
る
理
念
を
持
っ
て
実
現
を
試
み
て
き
て
い
た
と
言
え
る
。
一
九
二
三
年
に
先
立
っ
て
一
九
二
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一
年
四
月
一
日
付
で
女
子
を
選
科
生
と
し
て
入
学
さ
せ
る
と
い
う
学
則
改
正
を
申
請
し
、
五
月
五
日
文
部
大
臣
か
ら
認
可
を
え
た
。

改
正
理
由
に
は
「
女
子
ト
雖
モ
相
当
ノ
学
力
ア
ル
者
ハ
選
科
生
ト
シ
テ
入
学
差
支
ナ
シ
ト
認
ム
」
と
し
た
。
海
老
名
の
共
学
構
想

は
女
子
の
た
め
に
幾
多
の
高
校
、
大
学
を
建
て
る
は
「
最
も
希
ふ
所
な
れ
ど
も
、
容
易
に
行
は
る
べ
し
と
も
思
わ
れ
な
い
」。
次

善
の
打
開
策
は
「
男
子
の
大
学
に
女
子
の
入
学
を
許
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る（

（
（

。
し
か
し
、
海
老

名
時
代
の
入
学
資
格
は
指
定
校
卒
業
生
に
限
定
さ
れ
て
い
て
一
般
に
解
放
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

同
志
社
大
学
は
始
め
、
同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
英
文
科
卒
業
者
に
入
学
資
格
を
限
っ
て
い
て
、
最
初
の
入
学
生
四
名
は
い
ず

れ
も
同
志
社
女
学
校
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
次
第
に
指
定
校
を
広
げ
て
、
神
戸
女
学
院
専
門
部
大
学

部
、
同
高
等
部
乙
類
、
梅
花
女
子
専
門
学
校
英
文
科
、
東
京
女
子
大
学
大
学
部
、
同
英
語
専
攻
部
本
科
、
日
本
女
子
大
学
校
本
科

文
学
科
、
同
専
門
科
英
文
学
部
、
大
阪
府
女
子
専
門
学
校
英
文
科
、
宮
城
女
子
専
門
学
校
文
科
英
文
科
、
聖
心
女
子
学
院
高
等
専

門
学
校
英
文
科
、
津
田
英
学
塾
本
科
、
東
京
、
奈
良
両
女
子
高
等
師
範
学
校
な
ど
の
卒
業
生
に
及
ぼ
し
て
い
っ
た
。
家
政
科
卒
業

生
の
本
科
入
学
は
長
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
〇
年
に
同
志
社
女
子
専
門
学
校
卒
業
者
は
英
文
、
家
政
を
問
わ
ず
受
入
れ
、

同
時
に
同
志
社
女
専
以
外
の
指
定
校
制
を
廃
し
て
、
外
国
語
履
修
な
ど
の
一
般
化
さ
れ
た
条
件
で
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（
（

。

　

女
子
学
生
は
少
数
な
が
ら
毎
年
度
入
学
し
、
一
九
二
七
年
度
か
ら
は
二
桁
に
増
加
し
た
。『
同
志
社
総
長
報
告
』（
昭
和
二
年

度
）
で
は
「
大
学
部
卒
業
生
中
法
律
科
よ
り
女
子
法
学
士
壱
名
英
文
科
よ
り
女
子
文
学
士
三
名
を
出
し
た
こ
と
は
女
子
高
等
教
育

の
前
途
を
し
て
益
々
光
明
あ
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
、
女
子
の
成
績
は
断
じ
て
男
子
の
そ
れ
に
劣
ら
な
い
、
因
っ
て
男
女
共
学
の

為
め
授
業
の
程
度
を
低
下
す
る
憂
は
毫
も
な
い
の
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る（
（（
（

。
一
九
二
四
年
法
学
部
入
学
の
田
辺
繁
子
（
法
学

博
士
、
専
修
大
学
教
授
）、
一
九
二
五
年
文
学
部
入
学
の
加
藤
さ
だ
（
南
山
大
学
教
授
）、
一
九
二
八
年
入
学
の
今
村
綾
（
同
志
社

大
学
教
授
）、
高
凰
京
（Ph.D

 

ソ
ウ
ル
女
子
大
学
校
初
代
学
長
）、
一
九
三
一
年
入
学
の
滝
山
秀
乃
（
同
志
社
女
子
大
学
教
授
）
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五

ら
の
卒
業
生
の
名
が
思
い
う
か
ぶ
。

　

同
志
社
大
学
の
後
、
九
州
帝
国
大
学
（
一
九
二
五
年
、
法
文
学
部
、
農
学
部
）、
東
京
、
広
島
文
理
科
大
学
（
一
九
二
九
年
）、

台
北
帝
国
大
学
（
一
九
三
〇
年
、
文
政
学
部
、
理
農
学
部
）
な
ど
が
続
い
た（
（（
（

。

　

女
子
高
等
教
育
の
一
形
態
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
、
そ
の
過
程
の
一
端
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
次
の
数
値
の
状
況
の
も

と
で
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
慮
し
て
お
き
た
い
。

　

女
子
専
門
学
校
発
足
後
の
一
九
一
〇
年
段
階
で
は
中
等
学
校
に
進
学
し
た
の
は
女
子
の
同
一
年
齢
人
口
の
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

専
門
学
校
レ
ベ
ル
に
は
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
増
加
し
て
大
正
末
の
一
九
二
六
年
で
は
中
等
学
校
は
一

四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
専
門
学
校
が
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
一
九
三
〇
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
・
〇
パ
ー
セ

ン
ト
と
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
が
、
現
在
と
比
較
す
べ
く
も
な
い
数
値
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
ら

さ
え
も
世
界
恐
慌
の
影
響
下
の
一
九
三
四
年
に
は
一
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
た（
（（
（

。
不
景
気
は
男
子

よ
り
も
女
子
の
進
学
、
そ
し
て
中
途
退
学
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
後
述
す
る
。
ま
た
右
の
数

値
は
全
国
の
も
の
で
、
地
方
に
限
れ
ば
そ
の
比
率
は
さ
ら
に
低
い
数
値
と
な
る
だ
ろ
う
。
一
九
三
五
年
で
も
高
等
女
学
校
卒
業
者

は
全
国
で
七
二
、
一
五
六
人
、
そ
こ
か
ら
正
規
の
高
等
教
育
機
関
に
進
学
し
た
の
は
、
女
高
師
へ
の
進
学
者
約
三
百
人
を
含
む
約

五
千
人
で
同
年
齢
女
性
の
約
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た（
（（
（

。

　

現
在
と
大
き
く
異
な
る
条
件
下
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
の
ひ
と
つ
の
姿
を
中
途
退
学
者
数
、
退
学
理
由
、「
外
地
」
か
ら
の

進
学
者
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
（
同
志
社
女
子
専
門
学
校
）
の
場
合
を
中
心
に
考
察
す
る
。
他
校
で
も

あ
る
程
度
の
共
通
性
が
あ
り
え
た
と
考
え
る
。



女
子
高
等
教
育
の
一
形
態

四
六

一
、
同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
の
発
足

　

一
八
七
七
年
四
月
に
開
校
の
同
志
社
女
学
校
（
当
初
は
同
志
社
分
校
女
紅
場
）
の
女
子
高
等
教
育
機
関
へ
の
試
み
は
、
早
く
八

〇
年
代
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
実
態
的
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
一
八
九
二
年
の
改
革
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
二
年
制
の
専
門

科
で
あ
っ
た
。「
改
革
の
概
旨
」（
明
治
二
五
年
六
月
）
に
よ
る
と
普
通
科
の
上
に
置
か
れ
る
専
門
科
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。「
重
に
原
書
を
使
用
し
」、「
泰
西
古
今
の
智
庫
を
開
く
べ
き
管
鑰
な
る
読
書
力
を
養
成
せ
し
め
ん
」
こ
と
を
期
し
、

卒
業
後
は
「
或
は
教
育
家
と
し
女
記
者
と

し
、
或
は
伝
道
師
と
し
慈
善
家
と
し
て
、

社
会
の
表
面
に
立
ち
、
婦
女
子
の
地
位
を

高
む
る
が
為
に
、
一
臂
の
力
を
尽
さ
ん
と

す
る
者
」
の
養
成
を
期
す
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
に
師
範
科
（
主
と
し
て
高
等
の

科
学
数
学
を
授
け
る
）、
文
学
科
（
東
西

の
文
学
及
び
歴
史
を
教
え
る
）、
神
学
科

（
聖
書
及
び
神
学
を
学
ば
せ
る
）
の
三
種

を
置
く
が
、
こ
れ
は
「
人
の
嗜
好
凡
そ
科

学
的
文
学
的
哲
学
的
の
三
種
に
分
る
ゝ
こ

表１　1912年度入学生数
　　　　　　　　　　　　　学年
科　　　　　　　　　　　　　　 １年 ２年 計

英文科
本科 9 5

22
選科 6 2

家政科
本科 5 0

14
選科 8 1

合　計 28 8 36
（選科は高等女学校４年課程卒業程度を対象）

　　　　　　　　　　　　　　　　　科別
出身別　　　　　　　　　　　　　　　　 本科 選科

高等女学校卒業 3 8

高等女学校補習科卒業 1 2

女子英学塾予科修業 1 0

神戸女学院卒業 0 1

大阪ウヰルミナ女学校卒業 0 1

同志社女学校普通学部卒業 9 0

　　　　 〃 　　　　中途退学 0 1

　　　　 〃 　　　　高等学部文科ヨリ編入 3 1

　　　　 〃 　　　　　 〃 　家政科ヨリ編入 2 2

合　計 19 17
（1912年10月15日京都府内務部への報告による）
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と
を
思
へ
ば
な
り
」
と
。

　

最
初
の
入
学
生
は
師
範
科
、
文
学
科
各
八
名
、
神
学
科
二
名
の
合
計
一
八
名
だ
っ
た
。
か
く
て
一
八
九
四
年
六
月
に
師
範
科
、

文
学
科
各
二
名
の
第
一
回
卒
業
生
を
出
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
等
学
部
と
改
称
（
一
九
〇
三
年
）、
構
成
も
、
よ
り
「
専
門
ら
し
く
せ
ん
と
の
目
的
」
で
英
語
英
文
科
、
国
語
国

文
科
に
改
め
、
さ
ら
に
文
科
（
三
年
）、
家
政
科
（
二
年
）
な
ど
と
変
遷
し
た
後
、
一
九
一
二
年
四
月
に
専
門
学
校
令
に
よ
る
同

志
社
女
学
校
専
門
学
部
（
英
文
科
、
家
政
科
）
が
発
足
し
た
。
こ
の
年
ま
で
の
専
門
学
校
令
に
よ
る
女
子
の
専
門
学
校
数
は
前
述

し
た
。

　

最
初
の
入
学
生
は
三
六
名
で
あ
っ
た
。
臨
時
教
頭
事
務
を
依
嘱
さ
れ
て
い
た
松
本
亦
太
郎
（
京
都
帝
国
大
学
教
授（
（（
（

）
は
こ
れ
を

「
一
々
の
来
学
者
の
事
情
を
聞
く
と
夫
々
心
に
決
す
る
所
が
あ
り
本
人
の
発
意
に
よ
り
種
々
な
る
障
碍
を
排
し
て
来
学
し
て
居
る
、

如
何
に
も
意
義
あ
る
来
学
者
が
多
い（
（（
（

」。「
女
子
専
門
学
部
の
開
設
は
矢
張
り
時
宜
に
適
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
」
と
評
し
、
ま
た
、

こ
こ
が
「
他
日
我
国
に
於
け
る
最
有
力
な
る
女
子
の
高
等
教
育
の
機
関
と
な
る
抱
負
を
以
て
開
設
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
我
々

は
此
処
よ
り
流
れ
出
づ
る
女
子
教
化
の
流
れ
が
年
と
共
に
益
長
く
益
大
に
な
り
て
我
全
国
に
其
潤
沢
を
及
ぼ
す
可
き
を
堅
く
信
ず

る
」
と
抱
負
を
力
説
し
て
い
る（
（（
（

。
ま
た
、
入
学
生
数
が
三
六
名
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
松
本
は
「
我
々
の
予
期
し
た
よ
り
二
倍

以
上
の
入
学
者
」
で
あ
り
、
来
学
者
の
多
寡
を
憂
え
て
い
た
の
は
杞
憂
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

　

一
九
一
〇
年
当
時
の
女
子
進
学
率
が
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
松
本
は
「
仮
令
少
数
で
も
可
い
、
女

子
に
高
等
な
る
程
度
の
教
育
を
授
け
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ（
（（
（

」。「
女
子
が
一
方
に
於
て
自
己
天
禀
の
良
質
を
十
分
に
発
達
せ
し
め
更

に
進
ん
で
は
な
を
子
孫
の
禀
質
を
優
良
な
ら
し
む
る
為
め
に
貢
献
せ
ん
と
欲
せ
る
専
門
学
校
程
度
の
教
育
を
受
る
事
が
必
要
で
あ

る
と
我
々
は
考
へ
る
、
又
一
方
に
於
て
大
な
る
速
力
を
以
て
進
歩
し
つ
ゝ
あ
る
社
会
の
状
況
に
自
己
を
適
応
せ
し
め
或
は
其
社
会
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な
り
一
家
庭
な
り
を
向
上
進
歩
せ
し
む
る
素
養
を
得
ん
と
欲
せ
ば
又
専
門
学
校
程
度
の
教
育
を
受
る
必
要
が
あ
る
と
考
へ
る
、
換

言
す
れ
ば
個
人
の
発
展
に
よ
り
見
る
も
子
孫
民
族
の
発
展
上
よ
り
見
る
も
社
会
国
家
の
教
育
の
発
展
上
よ
り
見
る
も
或
る
数
の
女

子
が
専
門
学
校
程
度
の
教
育
を
受
け
置
く
事
が
ど
を
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
考
へ
る
、
啻
に
然
か
信
ず
る
に
非
ず
然
か
決
論
せ
ざ

る
を
得
ざ
る
の
で
あ
る（
（（
（

」。
そ
れ
を
す
べ
て
の
女
子
に
及
ぼ
す
こ
と
は
不
可
能
と
し
て
も
、「
日
本
に
智
慧
の
働
の
鋭
敏
で
あ
る
、

気
品
の
高
尚
な
る
女
子
が
居
る
と
云
ふ
事
は
、
日
本
を
世
界
に
貴
か
ら
し
む
る
所
以
で
あ
る
」
と
、「
仮
令
少
数
で
あ
っ
て
も
」

と
繰
り
返
え
し
強
調
し
て
い
る（
（（
（

。

　

松
本
が
同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
の
発
足
を
積
極
的
に
自
己
展
望
し
た
時
期
の
女
子
高
等
教
育
機
関
は
私
立
で
、
そ
の
数
は
十

校
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
大
正
中
期
以
降
一
九
二
〇
年
代
に
は
女
子
専
門
学
校
は
急
増
し
て
、

一
九
三
五
年
ま
で
に
は
公
立
六
校
を
含
め
四
六
校
に
達
し
た
。
こ
の
間
、
本
科
在
学
者
数
も
一
、
六
七
〇
人
か
ら
一
三
、
三
二
〇

人
と
約
八
倍
に
増
加
し
た
。
し
か
し
、
同
時
期
の
男
子
校
は
大
学
が
四
五
校
、
専
門
学
校
が
一
三
七
校
、
高
等
学
校
が
三
二
校
で

あ
っ
た
こ
と
を
見
て
も
、
松
本
が
「
仮
令
少
数
で
も
」
と
繰
り
返
し
て
述
べ
て
い
た
女
子
高
等
教
育
へ
の
悲
願
の
思
い
が
実
感
で

き
る
。
男
女
の
格
差
に
つ
い
て
は
一
九
三
〇
年
代
の
不
況
の
時
に
も
見
て
と
れ
る
。

　

以
上
の
条
件
を
展
望
し
た
う
え
で
、
同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
（
一
九
三
〇
年
に
同
志
社
女
子
専
門
学
校
と
改
称
）
を
中
心
に

入
退
学
者
数
の
推
移
と
そ
の
内
訳
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

二
、
同
志
社
女
専
へ
の
入
学
と
退
学

　

同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
発
足
の
一
九
一
二
年
度
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
の
一
九
四
五
年
度
ま
で
の
三
四
年
間
の
総
入
学
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者
は
五
、
五
六
七
名
。
し
か
し
、
一
、
五
一
三
名
が
卒
業
し
て
お
ら
ず
、
二
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
数
え
た
。
表
２
の
入
学
者
数

の
つ
い
て
註
記
す
る
と
、
主
と
し
て
地
方
の
高
等
女
学
校
が
四
年
制
で
あ
っ
た
た
め
、
英
文
科
は
そ
の
出
身
者
に
は
予
科
一
年
間

を
課
し
、
そ
の
修
了
後
英
文
科
に
進
級
さ
せ
た
。
大
半
は
英
文
科
に
進
ん
だ
が
、
進
級
し
な
か
っ
た
者
も
あ
る
。
表
２
で
は
英
文

科
予
科
か
ら
の
進
級
者
も
入
学
者
と
し
て
数
え
た
の
で
、
そ
の
分
、
数
値
は
重
複
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
は
昭
和
戦
時
下
の
一

九
四
二
年
の
決
戦
措
置
要
綱
の
閣
議
決
定
に
よ
り
学
年
短
縮
さ
れ
て
全
て
の
中
等
学
校
が
事
実
上
四
年
制
に
改
め
ら
れ
て
予
科
を

廃
し
た
。
教
授
会
で
は
学
力
低
下
を
危
惧
し
て
い
た
。

　

こ
の
三
四
年
間
を
概
観
す
る
と
、
入
学
者
数
は
一
九
二
〇
年
に
三
桁
に
達
し
て
、
さ
ら
に
倍
増
し
て
い
く
の
は
第
一
次
世
界
大

戦
時
の
日
本
経
済
急
成
長
に
対
応
す
る
中
高
等
教
育
全
般
の
急
拡
張
の
反
映
で
あ
っ
た
。
男
子
の
場
合
も
高
等
学
校
は
一
九
一
八

年
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
八
校
だ
っ
た
が
、
一
九
一
九
年
か
ら
五
年
の
間
に
二
〇
校
、
工
業
専
門
学
校
一
三
校
、

高
等
商
業
学
校
一
〇
校
、
さ
ら
に
農
林
専
門
学
校
、
医
学
専
門
学
校
な
ど
が
新
設
さ
れ
た
。
一
九
一
八
年
の
大
学
令
そ
の
も
の
が

教
育
膨
脹
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
学
は
そ
れ
ま
で
帝
国
大
学
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
新
た
に
官
立
総
合
大
学
の
ほ
か
、

表２　入退学者数
年度 入学 退学 中退%
1912 39 22 56.4
1913 24 11 45.8
1914 19 12 63.1
1915 36 12 33.3
1916 32 18 56.2
1917 50 25 50.0
1918 45 18 40.0
1919 81 31 38.2
1920 125 57 45.6
1921 141 61 43.2
1922 152 48 31.5
1923 340 100 29.4
1924 398 104 26.1
1925 364 75 20.6
1926 307 42 13.6
1927 310 70 22.5
1928 250 63 25.2
1929 275 51 18.5
1930 249 64 25.7
1931 216 64 29.6
1932 137 43 31.3※
1933 146 50 34.2※
1934 92 25 27.1※
1935 89 26 29.2
1936 96 28 29.1
1937 89 20 22.4
1938 83 25 30.1
1939 75 16 21.3
1940 139 33 23.7
1941 187 50 26.7
1942 179 38 21.2
1943 208 43 20.7
1944 268 74 27.6
1945 326 94 28.8
合計 5567 1513 27.1
※この年度の予科の資料が
　ないため予科を除く。
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官
公
立
単
科
大
学
、
私
立
大
学
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
。

　

同
志
社
女
専
に
戻
し
て
見
る
と
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
急
減
し
て
二
桁
に
転
じ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
発
す
る
不
況

が
波
及
し
た
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
は
男
子
よ
り
も
女
子
高
等
教
育
に
対
し
て
打
撃
が
大
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
戦
時
下

の
一
九
四
〇
年
に
三
桁
を
回
復
す
る
の
は
未
婚
女
性
が
女
子
挺
身
隊
員
と
し
て
男
子
が
就
業
を
禁
止
さ
れ
た
職
種
へ
の
就
業
を
始

め
、
軍
需
工
場
な
ど
に
動
員
配
置
さ
れ
る
時
代
の
趨
勢
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
皮
肉
な
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
四

一
年
一
一
月
に
は
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
公
布
に
よ
っ
て
国
民
皆
労
体
制
が
法
制
化
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
未
婚
女
子
一
四
〜
二

五
歳
の
勤
労
奉
仕
義
務
化
が
含
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
四
四
年
初
め
に
は
未
就
学
、
無
職
、
未
婚
女
子
の
動
員
は
一
二
〜
四
〇
歳

に
拡
大
さ
れ
た
。
端
的
に
言
え
ば
、
女
子
の
進
学
を
促
し
た
背
景
に
は
、
そ
の
一
因
に
女
工
回
避
の
選
択
肢
と
い
う
要
素
が
あ
り

え
た
。
追
い
か
け
る
よ
う
に
進
学
者
に
も
動
員
が
課
せ
ら
れ
る
。
一
九
四
三
年
の
学
徒
動
員
体
制
確
立
要
綱
の
決
定
は
男
女
を
問

わ
ず
学
徒
の
軍
需
工
場
動
員
を
本
格
化
さ
せ
る
。
四
四
年
か
ら
は
中
等
学
校
以
上
の
在
学
中
の
生
徒
に
通
年
動
員
を
強
い
る
に
至

っ
た
。
保
護
者
か
ら
同
志
社
女
専
校
長
宛
に
「
勉
学
の
た
め
に
進
学
し
た
の
に
な
ぜ
」
と
い
う
疑
問
を
呈
し
た
手
紙
が
寄
せ
ら
れ

て
も
い
た
。

　

同
志
社
女
専
は
時
局
に
対
応
し
た
厚
生
科
新
設
を
企
て
た
が
、
結
局
家
政
科
を
育
児
科
と
保
健
科
に
再
編
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
改
組
も
志
願
者
増
加
に
つ
な
が
り
、
英
文
科
を
外
国
語
科
英
語
科
と
改
称
し
た
学
科
志
願
者
を
は
る
か
に
凌
駕
し

た
。

　

次
に
無
視
し
が
た
い
比
率
を
占
め
て
い
た
中
途
退
学
者
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
表
３
は
中
途
退
学
を
中
退
、
除
名
（
除
籍
）、

死
亡
、
不
明
に
分
け
て
学
科
毎
に
示
し
た
。
そ
の
う
ち
「
中
退
」
に
つ
い
て
学
籍
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
理
由
」
は
表
４
の
よ

う
に
「
家
事
都
合
」
が
圧
倒
的
だ
が
、
そ
の
内
容
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
可
成
り
は
経
済
上
の
理
由
が
占
め
る
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表３　入退学者数（1912〜1945）
年度 学科 入学 卒業 修了 中退 除名 死亡 不明

1912

英文 14 4 9 1
英文２年編入 7 6 1
家政 17 6 9 1 1

家政２年編入 1 1

1913
英文 21 11 8 2

英文２年編入 1 1
家政 2 0 1 1

1914
英文予科 4 4
英文 10 1 7 2
家政 5 2 1 2

1915
英文予科 1 1
英文 16 13 3
家政 19 10 9

1916
英文予科 5 2 2 1
英文 9 5 4
家政 18 7 9 2

1917
英文予科 11 4 7
英文 18 8 9 1
家政 21 13 7 1

1918
英文予科 5 3 2
英文 20 17 2 1
家政 20 7 13

1919
英文予科 15 8 3 4
英文 28 20 8
家政 38 22 12 3 1

1920
英文予科 28 20 8
英文 37 24 13
家政 60 24 33 3

1921
英文予科 84 54 25 5
英文 39 21 14 3 1
家政 18 5 7 2 4

1922
英文予科 70 48 17 5
英文 46 36 6 1 3
家政 36 20 10 5 1
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年度 学科 入学 卒業 修了 中退 除名 死亡 不明

1923
英文予科 111 83 18 10
英文 118 74 28 12 2 2
家政 111 83 18 10

1924
英文予科 131 111 14 4 2
英文 149 101 28 11 1 8
家政 118 82 25 8 3

1925
英文予科 96 82 11 1 2
英文 171 129 34 2 6
家政 97 78 14 1 2 2

1926
英文予科 74 68 4 1 1
英文 134 114 19 1
家政 99 83 10 1 3 2

1927
英文予科 75 71 3 1
英文 132 93 28 2 9
家政 103 76 20 7

1928
英文予科 78 61 13 4
英文 70 46 17 3 3 1
家政 102 80 18 2 2

1929
英文予科 64 55 8 1
英文 114 97 16 1
家政 97 72 22 3

1930
英文予科 38 33 5
英文 118 87 22 6 2 1
家政 93 65 25 1 1 1

1931
英文予科 31 23 6 2
英文 98 77 17 2 2
家政 87 52 31 4

1932
英文予科 ／ 19 ／ ／ ／ ／
英文 67 48 18 1
家政 70 46 22 2

1933
英文予科 ／ 6 ／ ／ ／ ／
英文 84 52 28 2 2
家政 62 44 16 1 1

1934
英文予科 ／ 9 ／ ／ ／ ／
英文 38 28 9 1
家政 54 39 15
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年度 学科 入学 卒業 修了 中退 除名 死亡 不明

1935
英文予科 14 11 3
英文 35 20 14 1
家政 40 30 9 1

1936
英文予科 6 6
英文 32 22 9 1
家政 58 39 19

1937
英文予科 10 8 1 1
英文 29 20 8 1
家政 50 40 10

1938
英文予科 8 6 2
英文 27 21 6
家政 48 31 17

1939
英文予科 9 5 1 3
英文 24 18 6
家政 42 36 6

1940
英文予科 18 13 5
英文 39 26 13
家政 82 67 11 4

1941
英文予科 23 21 2
英文 47 35 11 1
家政 117 106 16 1

1942
英文 61 44 17
家政 118 97 19 2

1943
英文 62 47 14 1
家政 148 118 26 1 1

1944
英語科 49 31 12 5 1
育児科 74 57 11 4 2
保健科 145 106 31 6 1 1

1945
英語科 65 45 12 2 2 原級4
育児科 83 59 17 5 2
保健科 178 128 31 15 2 原級2

合　計 5,567 3,267 835 1,195 175 43 80+6
1932〜1934年の英文予科の／は入学者数不明のため。合計での34の差はそのため。
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の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
次
い
で
多
い
「
病
気
」「
死
亡
」
は
肺
結
核
が
一
九
四
〇
年

代
ま
で
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
一
位
を
占
め
て
き
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
と
く
に
戦

時
下
の
食
糧
難
に
よ
る
栄
養
不
良
が
加
添
さ
せ
た
。
な
お
、
病
気
退
学
後
、
恢
復
し
て
復
学
卒

業
す
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
三
四
九
に
含
め
て
い
な
い
。
表
に
は
入
れ
て
な
い
が
時
代

を
反
映
す
「
父
兄
応
召
ニ
依
リ
」、「
父
母
看
護
」、「
疎
開
」、「
帰
米
ニ
依
リ
」、「
洋
行
」、「
台

湾
帰
国
」
な
ど
は
「
家
事
都
合
」、「
一
身
上
都
合
」
に
分
類
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。「
大
学
入
学
（
同
大
、
医
大
）
５
」、「
志

望
変
更
３
」
な
ど
は
「
転
学
・
転
科
」
に
加
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

「
除
名
（
除
籍
）」
の
理
由
を
稀
だ
が
記
載
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、「
病
気
休
学
４
」、「
腸
カ
タ
ル
」
な
ど
は
病
気
が
さ
ら
に

多
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
学
費
２
」、「
結
婚
」、「
京
城
公
立
高
女
ニ
転
学
」
も
あ
り
、
他
項
に
振
り
わ
け
ら
れ
る
も
の

が
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。「
無
届
欠
席
、
連
絡
ツ
カ
ズ
」
と
い
う
の
が
最
も
多
い
が
、
こ
れ
も
経
済
上
の
理
由
に
由
来
す
る
場

合
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
原
因
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
れ
ば
他
項
に
入
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

「
不
明
」
と
し
た
の
は
学
籍
簿
に
そ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
退
学
」
と
だ
け
押
印
さ
れ
て
い
て
そ
の
理

由
は
空
欄
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ち
な
み
に
日
本
女
子
大
の
退
学
理
由
を
み
る
と
、
家
事
七
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
病
気
一
八
・

〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
事
故
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
結
婚
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
不
明
一
・
〇
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
の
同
志
社
女
専
に
つ
い
て
、
日
本
女
子
大
学
校
、
津
田
英
学
塾
、
神
戸
女
学
院
、
東
京
女
子
大

学
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
一
般
的
状
況
、
対
応
な
ど
に
つ
い
て
別
に
論
述
し
た
が（
（（
（

、
い
ま
大
正
期
の
日
本
女
子
大
学
校
の
入
学
生
数

の
推
移
お
よ
び
中
途
退
学
者
、
除
名
、
死
亡
数
を
同
志
社
女
専
の
場
合
と
並
べ
、
そ
れ
を
介
し
て
時
代
の
な
か
の
女
子
高
等
教
育

表４　中退理由

家事都合 783

病気 349

死亡 49

一身上都合 31

転学・転科 27

結婚 19
（２桁以上）
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を
推
考
し
て
み
る
。

　

表
５
に
つ
い
て
調
査
し
た
山
本
和
代
、
落
合
孝
子
は
教
員
養
成
を
目
的
と
し
て
い
た
家
政
理
学
の
中
途
退
学
者
が
他
学
部
よ
り

二
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
の
は
、
よ
り
明
確
な
目
的
を
持
っ
て
入
学
し
た
者
が
多
か
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
正

後
期
に
は
入
学
後
の
生
徒
が
各
学
部
共
通
し
て
定
着
状
況
の
向
上
し
て
い

る
の
を
大
正
期
女
子
教
育
の
推
移
を
示
唆
す
る
一
資
料
と
み
て
い
る（
（（
（

。

　

同
志
社
の
同
時
期
を
み
る
と
、
表
６
の
よ
う
に
日
本
女
子
大
よ
り
は
る

か
に
小
規
模
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
、
卒
業
比
率
は
か
な
り

高
い
。
入
学
者
数
は
大
正
前
期
に
比
し
て
後
期
に
は
十
倍
以
上
に
増
加
し

た
が
、
卒
業
比
率
も
大
き
く
向
上
を
み
せ
て
い
る
。

　

昭
和
期
に
つ
い
て
日
本
女
子
大
学
と
同
志
社
女
専
の
入
退
学
の
状
況
を

見
る
と
、
や
は
り
学
校
の
規
模
に
は
大
差
が
あ
る
が
、
中
途
退
学
者
の
比

率
は
大
正
期
に
比
し
て
共
通
し
て
低
下
し
て
い
る
。
日
本
女
子
大
は
そ
の

変
動
に
つ
い
て
、
前
期
（
一
九
二
九
〜
三
六
年
）
を
一
九
二
七
年
の
金
融

恐
慌
や
二
九
年
の
糸
価
暴
落
、
世
界
恐
慌
な
ど
の
経
済
不
況
の
影
響
を
あ

げ
、
中
期
（
一
九
三
七
〜
四
一
年
）
を
日
華
事
変
の
関
連
に
よ
り
軍
需
景

気
と
三
八
年
の
国
家
総
動
員
法
に
よ
る
条
件
と
み
て
い
る
。
そ
し
て
後
期

（
一
九
四
二
〜
四
五
年
）
を
太
平
洋
戦
争
下
、
極
端
な
物
資
不
足
、
学
校

の
軍
需
工
場
化
、
空
襲
な
ど
を
あ
げ
て
「
動
員
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
退
学

表５　日本女子大学校入学後の状況

入学者 学部を転じ
た者% 卒業者% 中途退学

及び除名% 死亡%

大正前期 1,118 21.2 45.1 32.8 0.4

大正中期 1,607 7.8 49.5 42.3 0.4

大正後期 2,367 5.3 57.5 36.8 0.4
山本和代、落合孝子、前掲調査　P.167

表６　同志社女子専門学校入退学者数

入学者 卒業者% 退学者 退学者%

大正前期 150 50.0 75 50.0

大正中期 442 56.5 192 43.4

大正後期 1,561 76.3 369 23.6
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者
も
減
少
し
た
と
推
察
し
て
い
る（
（（
（

。

　

同
志
社
女
専
の
場
合
に
は
、
日
本
女
子
大
の
三
期
区
分
に
合
せ
て
み
る
と
、

表
８
の
よ
う
に
退
学
者
の
比
率
は
三
期
を
通
し
て
余
り
変
動
は
な
く
、
ま
た
日

本
女
子
大
よ
り
か
な
り
低
率
の
二
割
台
で
あ
っ
た
。
入
学
者
数
の
減
少
原
因
に

つ
い
て
同
志
社
の
場
合
も
時
局
と
関
連
し
て
説
明
し
う
る
が
、
退
学
者
数
に
つ

い
て
は
時
局
変
動
と
の
相
関
は
見
出
さ
れ
ず
、
一
貫
し
て
日
本
女
子
大
よ
り
低

い
数
値
だ
っ
た
の
は
小
規
模
校
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
地
域
差
に
よ
る
の
だ

ろ
う
か
。
し
か
し
、
何
れ
に
し
ろ
現
在
と
は
異
な
る
女
子
高
等
教
育
の
お
か
れ

た
厳
し
い
条
件
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
外
地
、
外
国
か
ら
の
日
本
人
留
学
生

　

同
志
社
女
専
へ
の
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
に
外
地
（
台
湾
、
樺
太
、
朝
鮮
、
関
東
州
）、
外
国
（
中
華
民
国
、
満

州
国
、
ア
メ
リ
カ
）
か
ら
の
日
本
人
留
学
生
は
三
二
〇
人
に
の
ぼ
る
。
最
も
多
い
の
は
朝
鮮
か
ら
の
一
一
一
名
、
次
い
で
関
東
州
、

満
州
国
、
中
華
民
国
、
台
湾
と
続
く
。
そ
の
状
況
は
表
９
の
通
り
で
あ
る
。
大
正
末
期
か
ら
急
増
す
る
が
、
昭
和
後
半
で
は
却
っ

て
減
少
し
て
い
る
。
日
本
の
植
民
地
支
配
の
展
開
と
戦
時
下
の
条
件
が
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

表
10
の
保
護
者
（
主
と
し
て
父
親
）
の
職
業
を
み
る
と
二
〇
世
紀
前
半
の
日
本
内
地
と
は
大
き
く
相
違
す
る
形
態
を
反
映
し
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
ま
た
ま
今
、
手
元
に
あ
る
文
献
を
み
る
と
古
山
高
麗
雄
（
作
家
）
の
父
は
朝
鮮
新
義
州
の
開
業

表７　日本女子大学校中途退学者数

入学者 退学者% 除籍者% 死亡者 計

昭和前期 4,224 32.7 5.5 0.7 38.9

昭和中期 2,565 35.0 4.8 0.5 40.3

昭和後期 2,838 24.1 3.1 1.0 28.2
（『昭和前期の女子教育』　174ページ）

表８　同志社女専中途退学者数

入学者 退学者 退学者%

昭和前期 1,300 351 27.0

昭和中期 573 144 25.1

昭和後期 981 249 25.4
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表９　外地・外国からの日本人留学生数
年度 学科 台湾 朝鮮 関東州 樺太 満州 中華民国 アメリカ 計
1912 英文 1 1
1913 英文 2（ハワイ　LA） 2
1914 家政 1 1
1917 英文 1（ハワイ） 1

1919
英文予科 1

2
家政 1

1920 英文予科 1 1 1（漢口） 3
1921 英文予科 3 1（青島） 4

1922
英文予科 1 3

7英文 1 1（天津）
家政 1

1923
英文予科 2 3 3 3（漢口1青島2）

35英文 2 2
家政 2 12 4 2

1924
英文予科 2 1 2 2（青島）

21英文 2 2（天津） 1（ハワイ）
家政 6 1 2

1925
英文予科 1 1 1（青島）

11英文 2 1（青島）
家政 4 1

1926
英文予科 1 4 2

15英文 1 1 1 1（青島）
家政 1 2 1

1927
英文予科 2 6 7 1

23英文 1 1
家政 3 2

1928
英文予科 1 4 1

16英文 1 5 1
家政 1 1 1

1929
英文予科 2 1 1

14英文 1 3 1
家政 3 1 1（青島）
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年度 学科 台湾 朝鮮 関東州 樺太 満州 中華民国 アメリカ 計

1930
英文予科 2 4 6

25英文 2 2 1 1 1（天津）
家政 3 3

1931
英文予科 1

19英文 4 1 1（青島）
家政 2 5 3 1 1（上海）

1932
英文予科 2 1

12英文 1 1（青島）
家政 1 1 3 2（上海）

1933
英文予科 2

9英文 1 1 1
家政 1 3

1934
英文予科 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

5英文 2
家政 1 2

1935
英文予科 1 1

6英文 2 1
家政 1

1936
英文予科 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

9英文 1 2 1（ハワイ）
家政 2 3

1937
英文予科 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

3英文 1（北平）
家政 1 1（天津）

1938
英文予科 1 2（天津）

7英文 1
家政 1 1 1

1939
英文予科 2 2

11英文 1 1（LA）
家政 2 2 1（北京）

1940
英文予科 2 2 1（上海）

15英文 1
家政 3 1 3 2（上海）

1941 英文予科 2 2 1 5
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医
（
新
義
州
公
立
中
学
校
校
医
を
兼
ね
る
）
で
あ
り
、
高
麗
雄

は
新
義
州
公
立
中
学
校
を
卒
業
、
二
浪
し
て
京
都
の
第
三
高
等

学
校
に
進
学
し
た（
（（
（

。
木
田
元
（
哲
学
者
）
の
父
は
満
州
国
官
吏

で
、
元
は
新
京
第
一
中
学
校
を
経
て
海
軍
兵
学
校
に
進
学
し
た（
（（
（

。

同
時
期
の
男
女
の
中
高
等
教
育
機
関
へ
の
外
地
か
ら
の
進
学
者

を
集
計
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
厖
大
な
数
に
な
る
だ
ろ
う
し
、

当
時
の
内
地
の
同
一
年
齢
層
の
進
学
率
を
大
き
く
上
回
る
数
に

達
し
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
親
の
職
業
か
ら
も
推
測
し
う
る
。
そ

の
職
業
を
学
籍
簿
か
ら
そ
の
ま
ま
拾
っ
た
の
が
表
10
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
日
本
女
子
大
の
大
正
期
お
よ
び
昭
和
期
に
お
け

る
外
地
か
ら
の
入
学
者
数
は
表
11
お
よ
び
表
12
の
通
り
で
あ
る
。

全
入
学
者
中
に
こ
の
数
が
何
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
か
を
同
志

社
女
専
と
比
較
し
た
の
が
表
13
と
表
14
で
あ
る
。
何
れ
も
当
時

の
内
地
の
総
人
口
と
在
外
日
本
人
数
と
の
比
率
か
ら
み
て
、
高

い
進
学
率
で
あ
っ
た
。
日
本
女
子
大
の
場
合
、
大
正
期
の
少
な

さ
と
昭
和
期
と
く
に
後
期
の
増
加
ぶ
り
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、

と
く
に
中
国
か
ら
は
昭
和
前
期
九
一
名
が
後
期
に
一
八
一
名
と

倍
増
し
て
い
る
。
こ
れ
を
「
我
が
国
の
大
陸
政
策
に
伴
う
」
と

年度 学科 台湾 朝鮮 関東州 樺太 満州 中華民国 アメリカ 計

1942
英文予科 2 1（天津）

12英文 1 1
家政 1 1 1 3 1（天津）

1943
英文予科 1

14英文 4 1 1（天津）
家政 1 2 2 2（青島済南）

1944
英語科 1 2（済南九江）

10育児科 1 3（天津上海石門　　）
保健科 1 2（天津南京）

1945 育児科 1 1 2
合　計 33 111 77 3 47 40 9 320

註 1 ．英文予科修了者の多くは英文科１年に進級（入学）しているので、
相当数は重複する。

註 2．各年度の入学者数であり、中途退学者も含む。
註 3．1934、1936、1937の各年度の英文予科は資料を欠き不明。
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医師 15
薬剤士 2
弁護士 4
教員 7
京城帝大教授 1
京城医専校長 1
崇貞女学校長 1
中学校長 1
牧師 1
キリスト教伝道者 1
保姆 1
航海士 1
電気技術者 1
土木技士 1
満州赤十字社参事 1
商業 22
貿易商 9
電気商 5
羅沙商 3
満蒙毛織 1
米穀商 3
文具商 1
旅館業 3
楽器商 1
金物商 1
金融業 1
質商 1
建築材料商 1
人力車販売業 1

露天市場警場課長 1
書籍出版 2
実業 1
工業 3
請負業 2
鉱山業 4
鉄工業 3
船舶業 2
木材業 1
燐寸製造業 1
家具製造販売 1
食品加工業 1
裁縫業 1
仕立業 1
運送業 1
会社員 43
南満州鉄道社員 14
満鉄嘱託 1
塩水港製糖会社出張所長 1
銀行員 3
自由通信社支部長 1
記者 1
農業 14
農場経営果実商 1
官吏 41
公吏 4
領事館員 2
台湾総督府三等郵便局長 1
鉄道局員 1

朝鮮総督府鉄道局長 1
朝鮮総督府検事 1
軍人 1
関東軍司令部嘱託 1
民会理事 1
街長（台湾） 1
大連青年会主事 1
大連倶楽部主事 1
販売組合主事 1
満州国機械工業統制組合理事長 1
無職 5
不明 24
合計 283

表10　保護者の職業

註 1．表 9の合計と一致しないが、表 9では英文予科からの進級者（入学者）が重複
しているためである。

註 2．一般的統合的名称（例えば「商業」）と個別的名称（例えば「電気商」「文具商」
など）を統合せず、学籍簿に記載されているまま分類した。
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解
し
て
い
る（
（（
（

。
日
本
女
子
大
で
は
大
正
期

に
比
し
て
昭
和
期
の
実
数
の
増
加
と
そ
の

全
入
学
生
に
占
め
る
比
率
が
十
倍
以
上
に

達
し
て
い
る
が
、
大
正
期
に
限
れ
ば
小
規

模
校
同
志
社
女
専
の
実
数
が
二
倍
近
い
の

が
注
目
さ
れ
る
。
同
志
社
女
専
の
場
合
は

実
数
は
倍
増
、
比
率
が
一
・
六
ポ
イ
ン
ト

増
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　

外
地
か
ら
の
日
本
人
留
学
生
の
出
身
校

は
表
15
の
通
り
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
早

く
高
等
女
学
校
か
ら
内
地
校
に
進
学
し
た

生
徒
も
約
四
分
の
一
弱
の
二
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
。
学
籍
簿
に
よ
る
と
、
そ
の
う
ち
か
な
り
が
本
籍
地
の
府
県
の

女
学
校
で
あ
り
、
親
戚
関
係
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
で
表
16
の
よ
う
に
西
日
本
が
圧
倒
的
な
こ
と
、
同
志
社
女

学
校
（
同
志
社
高
等
女
学
部
）
出
身
が
突
出
し
て
い
る
の
は
、
当
初
か
ら
同
志
社
女
専
を
志
望
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
外
地
の
う
ち
京
城
、
釜
山
、
台
北
、
大
連
、
旅
順
、
奉
天
、
新
京
、
天
津
、
青
島
な
ど
か
ら
の
進
学
者
の
多
い
の
は

外
地
に
お
け
る
日
本
国
が
力
点
を
置
い
て
い
た
都
市
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

表11　日本女子大外地出身者数（25）
入学者 朝鮮 中国

大正前期 1119 − 12
大正中期 1606 2 4
大正後期 2367 22 17

表12　日本女子大外地出身者数（26）
入学者 朝鮮 中国 樺太

昭和前期 2418  71   91  4
昭和中期 1535  37  116 6
昭和後期 1956 165 181 4

表13　日本人留学者と全入学者に占める％
留学者 全入学者中の％

大正期 57 0.9
昭和期 675 10.3

　　　　　　　　　　（日本女子大）

表14　同上
留学者 全入学者中の％

大正期 102 4.8
昭和期 218 6.4

　　　　　　　　　　（同志社女専）
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京城高女 1
京城公立高女 4
京城公立第一高女 17
京城公立第二高女 21
羅南高女 2
羅南公立高女 2
仁川公立高女 3
馬山公立高女 4
大田公立高女 4
郡山公立高女 1
咸興公立高女 1
公州公立高女 1
大邱公立高女 4
釜山公立高女 12
台北高女 2
州立台北第一高女 11
州立台北第二高女 1
州立新竹高女 1

州立台中高女 4
台南高女 1
州立台南第一高女 1
州立嘉義高女 1
州立高雄高女 1
樺太庁立豊原高女 1
大連高女 7
大連市立高女 4
庁立大連高女 4
庁立大連神明高女 28
官立大連弥生高女 13
旅順高女 7
元山高女 1
新京敷島高女 2
新京錦ヶ丘高女 2
撫順高女 2
撫順七條高女 2
哈爾濱高女 1

長春高女 1
奉天高女 6
奉天朝日高女 3
鞍山高女 1
鞍山旭ヶ岡高女 1
安東高女 2
天津日本高女 3
天津松島日本高女 3
済南日本高女 2
青島高女 1
青島日本高女 6
石門日本高女 1
上海居留民団日本高女 5
南京日本高女 1
ランカスターハイスクール 2
不明（中、満） 2

合計 215

表15　出身校（外地）

注．京城高女、公立高女は京城公立第一高女の前身。
　　羅南高女と羅南公立高女、台北高女と州立台北第一高女も同様。

秋田県立大館高女 2
宮城県涌谷高女 1
共愛女学校 1
東京恵泉女学園 1
県立静岡高女 1
静岡英和女学校 1
同志社女学校 28
京都府立第一高女 2
京都府立第二高女 1
京都市立堀川高女 1
平安高女 1

精華高女 1
ウイルミナ女学校 1
県立神戸高女 1
県立姫路高女 1
山脇高女 1
県立西條高女 1
県立岡山高女 2
県立倉敷高女 1
県立和気高女 2
県立津山高女 1
県立山口高女 2

県立長府高女 1
下関梅光女学校 3
県立折尾高女 1
福岡女子師範 1
県立長崎高女 1
活水女学校 1
熊本県立第一高女 1
大江高女 4
鹿児島県立第一高女 1
合計 68

表16　出身校（内地）
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四
、
外
国
人
留
学
生

　

前
章
の
外
地
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
国
と
地
域
か
ら
の
外
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
そ
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
朝
鮮

か
ら
の
留
学
生
で
あ
っ
た
。
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
で
急
減
し
て
い
た
が
、
一
九
二
六
年
の
「
在
内
地
朝
鮮
学
生
」
は
全
国

的
に
三
千
人
を
超
す
ま
で
に
回
復
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
二
千
人
が
東
京
に
集
中
し
、
他
は
京
都
、
大
阪
の
二
府
に
約
二
百
人
前

後
、
次
い
で
山
口
、
広
島
、
兵
庫
、
福
岡
な
ど
西
日
本
の
各
県
に
多
か
っ
た
。
女
子
留
学
生
は
漸
次
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
総

数
の
一
割
と
見
積
ら
れ
る
に
過

ぎ
な
か
っ
た（
（（
（

。
一
九
二
六
年
末

の
京
都
府
に
は
男
子
一
八
三
人
、

女
子
は
わ
ず
か
一
二
人
が
在
学

す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
日
本
に

広
げ
て
専
門
学
校
以
上
の
女
子

高
等
教
育
校
の
女
子
留
学
生
は

表
17
の
通
り
で
あ
る（
（（
（

。
医
学
系

と
教
員
養
成
の
学
校
へ
の
留
学

生
が
抜
き
ん
出
て
い
る
の
が
わ

か
る
。
東
京
音
楽
学
校
に
は
三

表17　朝鮮女子留学生数
� 年度校名 1926 1927
日本女子大学校 12 18
東京女子大学 1 1
女子英学塾 3 2
実践女学校専門部 0 1
実践女学校高等師範部 2 1
共立女子職業学校専門部 2 3
東京女子医学専門学校 17 17
帝国女子医学専門学校 5 4
東洋女子歯科医学専門学校 3 5
東京女子歯科医学専門学校 5 5
東京女子高等師範学校 13 14
女子学習院 3 3
女子神学校 3 3
帝国女子専門学校 1 1
横浜共立神学校 5 4
金城女子専門学校 0 5
同志社女学校専門学部 5 6
京都女子高等専門学校 2 2
奈良女子高等師範学校 11 11
神戸女学院 4 2
神戸神学校 4 3
梅花女子専門学校 2 2
広島女学校専門部 6 2
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表18　外国人留学生数

　
年度　　

朝鮮 台湾 満州 中華民国 計
予 英 家 予 英 家 予 英 家 予 英 家 予 英 家

1914 1 1
1915 1 1
1917 1 1
1918 1 2 1 2
1919 1 1
1920 1 1
1921 1 1
1922 1 1
1923 3 1 3 1
1924 3 2 1 3 2 1
1925 1 2 2 3 2
1926 1 1 1 1
1927 2 2 4
1928 1 2 1 2
1929 7 1 2 7 1 2
1930 4 1 1 1 4 1
1931 1 1 1 1 2
1932 2 6 1 3 6
1933 3 9 1 4 9
1934 2 5 1 1 1 8
1935 3 5 1 1 4 6
1936 6 1 1 1 2 1 6
1937 1 1 2
1938 1 1
1939 1 1 1 2 1
1940 1 1 3 1 1 1 2 4
1941 1 1 1 1
1942 2 1 2 1
1943 1 2 1 2
1944 2 2 1 1 3 3 合計
計 27 19 48 4 6 15 1 2 3 2 2 1 35 29 66 130
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名
の
留
学
生
が
い
た
が
、
そ
こ
に
女
子
が
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。

　

同
志
社
女
専
に
戻
し
て
言
え
ば
、
表
18
の
よ
う
に
外
国
人
留
学
生
数
は
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
四
四
年
の
三
十
年
間
に
一
三
〇

名
を
数
え
た
。
そ
の
う
ち
朝
鮮
が
七
割
以
上
、
台
湾
と
合
せ
る
と
九
割
を
こ
え
る
。
と
く
に
一
九
三
二
年
か
ら
三
六
年
の
家
政
科

で
は
朝
鮮
か
ら
の
留
学
生
は
無
視
し
が
た
い
比
率
を
占
め
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
日
本
女
子
大
の
留
学
生
は
昭
和
期
で
み
る
と
朝
鮮
六
六
人
、
中
国
七
五
人
、
そ
の
他
一
人
で
あ
る（
（（
（

。
同
志
社
女
専
が

同
時
期
に
朝
鮮
七
五
人
、
中
国
三
六
人
（
台
湾
二
五
人
、
満
州
六
人
を
含
む
）
で
あ
っ
た
の
と
比
較
す
る
と
、
在
校
生
の
規
模
か

ら
み
て
、
そ
の
比
率
の
極
め
て
低
い
の
と
、
中
国
人
留
学
生
が
比
較
的
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
そ
し
て
当
時
の
留
学
生
は
す
な
わ

ち
朝
鮮
、
中
国
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
同
志
社
女
専
と
日
本
女
子
大
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
朝
鮮
か
ら
の
留
学

生
が
日
本
全
体
の
中
で
両
校
が
ど
の
程
度
の
位
置
に
あ
っ
た
か
を
朴
宣
美
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
表
19
で
み
て
お
き
た
い（
（（
（

。

　

同
志
社
女
専
の
入
学
案
内
を
見
る
と
、
上
述
の
国
と
地
域
か
ら
の
進
学
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
、

一
九
三
〇
年
度
に
は
内
地
の
受
験
場
六
か
所
と
外
地
で
は
朝
鮮
の
淑
明
女
子
高
等
普
通
学
校
（
京
城
府
寿
松
洞
）、
大
連
神
明
高

等
女
学
校
（
大
連
市
神
明
町
）
の
二
か
所
に
設
け
た
。
そ
の
う
ち
同
志
社
女
専
で
の
受
験
者
に
は
「
受
験
中
本
校
寄
宿
寮
に
宿
泊

す
る
事
を
得
」
と
し
、
熊
本
の
大
江
高
等
女
学
校
で
も
「
受
験
中
同
校
に
宿
泊
す
る
事
を
得
」
と
注
記
し
て
い
る
。
一
九
三
五
年

度
に
な
る
と
、
内
地
の
試
験
会
場
九
か
所
に
対
し
て
外
地
で
は
前
記
二
会
場
に
加
え
て
奉
天
高
等
女
学
校
（
満
州
国
奉
天
）、
台

北
第
一
高
等
女
学
校
（
台
北
市
文
武
町
）、
上
海
日
本
高
等
女
学
校
（
上
海
施
高
塔
路
）
の
三
会
場
が
加
え
ら
れ
て
計
五
会
場
と

し
、
さ
ら
に
一
九
四
〇
年
度
で
は
上
海
を
廃
し
て
、
新
た
に
平
壤
公
立
高
等
女
学
校
（
平
壤
府
若
松
町
）
を
設
け
て
、
や
は
り
五

か
所
に
設
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
試
験
方
式
は
一
九
三
五
年
四
月
に
英
文
科
予
科
に
入
学
し
た
宋
貞
姫
（
全
州
公
立
高
等
女
学
校
出
身
、
父
は
医
師
）
の
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「
母
校
よ
り
同
志
社
女
専
へ
」
の
記
述

で
う
か
が
え
る（
（（
（

。

　

七
日
の
朝
、
先
生
か
ら
呼
ば
れ
た
。

「
何
事
だ
ろ
う
、
胸
の
動
悸
す
る
の

を
し
づ
め
て
お
そ
る
〳
〵
先
生
の
前

に
た
つ
た
。「
宋
さ
ん
同
志
社
か
ら

試
験
を
今
月
九
日
か
ら
う
け
な
さ
い

と
通
知
が
来
ま
し
た
か
ら
、
筆
入
を

も
つ
て
い
ら
つ
し
ゃ
い
。」
と
い
は

れ
た
、
…
…
時
に
手
足
は
ぶ
る
〴
〵

ふ
る
え
容
易
に
歩
け
な
か
つ
た
。
筆

入
を
も
つ
て
校
長
室
に
入
つ
た
、
デ

ス
ク
の
上
に
は
試
験
問
題
が
封
さ
れ

て
い
る
つ
ゞ
ゐ
て
監
督
先
生
が
入
つ

て
い
ら
し
た
。
神
に
い
の
つ
た
ど
う

か
こ
の
試
験
が
よ
く
出
来
ま
す
や

う

そ
し
て
父
母
の
笑
ひ
顔
が
見
ら

れ
ま
す
や
う
─
…
…
と
。
封
は
き
ら

 学校名 人数
女子美術学校 107
帝国女子専門学校 83
同志社女子専門学校 82
日本女子体育専門学校 80
日本女子大学校 69
東京女子医学専門学校 61
奈良女子高等師範学校 59
東京女子高等師範学校 53
帝国女子医学薬学専門学校 47
実践女子専門学校 28
武蔵野音楽学校 22
京都女子高等専門学校 20
日本女子高等商業学校 20
金城女子専門学校 15
神戸女子神学校 13
東京女子大学 12
神戸女学院専門学校 12
東京家政専門学校 9
活水女子専門学校 6
津田塾専門学校 6
大阪音楽学校 6

 学校名 人数
広島女学院専門学校 5
ランバス女学院保育専修部 4
広島女子専門学校 3
東北帝国大学 3
梅花女子専門学校 2
青山女学院英文専門科 2
日本体育会体操部 1
共立女子専門学校 1
共立女子薬学専門学校 1
東京女子薬学専門学校 1
和洋女子専門学校 1
女子経済専門学校 1
梅光女学校専門部 1
広島女学院保母師範科 1
九州帝国大学 1
京都府立女子専門学校 1
東京女子体育音楽専門学校 1
横浜女子神学校 1
大阪女子専門学校 1
総計 842

表19　朝鮮女子留学生の在籍した学校（1912〜1944）



女
子
高
等
教
育
の
一
形
態

六
七

れ
、
試
験
問
題
は
目
の
前
に
出
さ
れ
た
、（
中
略
）
傍
ら
か
ら
先
生
は
横
目
で
見
て
ら
れ
る
。（
中
略
）
そ
の
日
は
い
や
に
な
が

が
つ
た
。（
中
略
）
丁
度
一
週
間
目
「
貞
子
学
校
か
ら
通
知
よ
」
と
い
は
れ
た
時
、
父
の
顔
を
見
る
の
が
お
そ
ろ
し
か
つ
た
、

（
中
略
）
し
ば
ら
く
し
て
「
貞
子
合
格
お
め
で
た
う
」
と
父
か
ら
い
は
れ
た
時
「
夢
か
現
か
、
そ
の
時
の
神
秘
的
な
る
気
持

。

表20　卒業予定者数
年度 学科 卒業予定 就職希望 希望無 就職者

1930
英文 104 71 33 約24
家政 73 41 32 約15

1931
英文 115 69 46 約22
家政 78 45 33 約15

1932
英文 106 75 31
家政 73 41 32

家
中
の
人
、
皆
に
こ
〳
〵
し
て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
に
し
て
同
志
社
に
入
つ
た
私
だ
つ
た
、
昔
を

思
へ
ば
一
瞬
的
な
然
も
長
い
時
だ
つ
た
。
こ
れ
か
ら
は
努
力
─
満
足
─
神
様
の
御
恵
に
よ
り
、

お
助
け
に
よ
り
日
々
を
す
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
彼
女
は
一
年
後
「
家
事
都
合
ノ
タ
メ
退
学
」
し
て
い
る
。

　

他
方
、
卒
業
生
に
と
っ
て
外
地
が
ど
の
程
度
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
う
か
が
う
一
端
と
し
て
、

就
職
希
望
者
中
、
そ
の
任
地
に
外
地
を
挙
げ
て
い
る
数
も
一
九
三
〇
〜
三
二
年
度
か
ら
拾
っ
て
み

る
（
（（
（

。

　

就
職
希
望
者
の
う
ち
、
任
地
に
外
地
を
第
一
志
望
に
し
て
い
た
の
は
一
九
三
〇
年
度
六
人
、
三

一
年
度
一
〇
人
、
三
二
年
度
八
人
で
あ
っ
た
。
第
二
志
望
者
を
含
め
ば
、
表
21
の
よ
う
に
約
倍
増

す
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
朝
鮮
、
台
湾
出
身
者
も
含
ま
れ
る
が
、
外
地
と
は
直
接
関
係
の
な
い

と
思
わ
れ
る
住
所
・
出
身
校
と
も
に
内
地
と
し
て
い
る
者
が
、
各
年
度
に
六
人
、
一
〇
人
、
一
〇

人
で
あ
り
、
こ
の
数
は
彼
女
ら
が
就
職
先
に
外
地
を
も
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
職
種
で
は

全
て
が
教
員
を
第
一
志
望
と
し
て
い
て
、
他
の
職
種
を
併
記
し
て
い
る
の
は
一
九
三
〇
年
度
で
は

わ
ず
か
に
英
文
科
三
（
タ
イ
ピ
ス
ト
、
事
務
員
、
家
庭
教
師
）、
家
政
科
二
（
会
社
員
、
銀
行
員
）

で
あ
り
、
三
一
年
度
で
も
第
一
志
望
は
全
員
が
教
員
と
し
他
を
併
記
し
た
の
は
英
文
科
の
四
（
官
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六
八

署
二
、
託
児
所
、
家
庭
教
師
）
の
み
で
あ
っ
た
。

三
二
年
度
で
初
め
て
第
一
志
望
に
教
員
以
外
を
挙

げ
た
生
徒
が
英
文
科
に
三
（
保
姆
二
、
会
社
員
）

で
あ
っ
た
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い
ま
取
り
上

げ
て
き
た
外
地
が
ら
み
の
統
計
だ
け
で
な
く
、
教

員
志
望
が
圧
倒
的
で
、
当
時
の
女
子
高
等
教
育
を

受
け
た
者
の
進
路
が
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
物
語
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
就
職
希

望
者
は
こ
の
時
期
、
卒
業
生
の
約
六
割
を
占
め
た

が
、
不
況
の
時
代
で
も
あ
っ
て
実
際
に
就
職
で
き

た
の
は
そ
の
三
割
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
期
間
の
外
地
に
か
か
わ
る
就
職
先
は
一
九

三
〇
年
度
で
は
朝
鮮
平
北
宣
川
保
聖
女
学
校
、
平

壤
正
義
女
子
高
等
普
通
学
校
、
大
連
弥
生
高
等
女

学
校
、
大
石
橋
家
政
女
学
校
へ
の
何
れ
も
家
政
科

出
身
の
四
人
で
あ
っ
た
。
三
一
年
度
は
英
文
科
の

大
連
汽
船
会
社
、
新
京
外
務
局
調
査
処
、
台
湾
の

淡
水
女
学
校
、
家
政
科
の
釜
山
三
島
実
業
女
学
校
、

表21　就職希望地に外地を挙げた者
年度 学科 第一志望 第二志望

1930
英文

朝鮮２、朝鮮・大連１、満・朝・北
海道１、近畿・満・朝１、京阪・朝
鮮１、関西・九州・朝鮮１、中国地
方・九州・朝鮮１

４ ４

家政 朝鮮１、南鮮１、京都・京城１、九
州・朝鮮１ ２ ２

1931

英文
朝鮮２、台湾１、満州・近畿１、南
満・近畿１、南満・長野県１、福岡
県・台湾１、中国地方・台湾１

５ ３

家政

朝鮮１、朝鮮・佐賀２、満州１、中
国・奥羽１、殖民地・山口県１、東
京・朝鮮１、小倉・朝鮮１、東海・
山陽・殖民地１

６ ３

1932

英文

朝鮮２、平壤１、大連・旅順１・満
鮮台１、満鮮台・北海道２、関東・
朝鮮１、東京・満州１、京都・満州
１、京阪神・満鮮１、関西・満州１、
関西・台湾１、四国・満鮮１

７ ７

家政
京城１、中国１、満州・内地１、東
京以西・朝鮮１、京都・朝鮮１、福
岡県・熊本県・朝鮮１

３ ３
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六
九

新
京
武
藤
全
権
事
務
所
の
計
五
人
。
三
二
年
度
は
英
文
科
が
ボ
ル
ネ
オ
・
ス
コ
ト
ラ
貿
易
会
社
へ
三
人
、
朝
鮮
崇
義
女
学
校
、
奉

天
日
本
総
領
事
館
総
務
課
、
松
宮
日
本
語
学
校
、
家
政
科
は
普
州
一
新
女
子
高
等
普
通
学
校
、
上
海
高
等
女
学
校
で
、
合
計
八
人

で
あ
っ
た
。

む 
す 
び

　

い
ま
、
男
女
を
問
わ
ず
進
学
率
は
高
等
学
校
へ
は
九
十
数
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
学
・
専
門
学
校
も
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
よ
う

と
し
て
い
る
時
代
か
ら
は
想
像
し
が
た
い
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
約
一
世
紀
前
の
女

子
中
高
等
教
育
は
、
三
十
余
年
を
経
た
一
九
四
〇
年
代
で
も
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
う
い
う
条
件
下
で
中
途
退
学
者
は
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
同
志
社
女
専
の
場
合
で
見
る
と
大
正
期
で
は
約
四

〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
昭
和
期
で
も
約
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
た
。
日
本
女
子
大
で
も
約
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
約
二
四
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
い
う
条
件
下
で
外
地
か
ら
の
進
学
者
は
同
志
社
女
専
、
日
本
女
子
大
と
も
に
全
入
学
者
中
の
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
大
正
期

に
比
し
て
昭
和
期
に
急
増
し
て
い
る
）
だ
が
、
内
地
と
の
人
口
比
か
ら
み
て
は
る
か
に
高
い
進
学
率
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
保
護
者
の
職
業
を
見
て
も
充
分
想
像
で
き
る
。

　

そ
う
し
た
時
代
の
な
か
で
女
子
高
等
教
育
の
開
拓
者
の
理
念
も
垣
間
見
た
が
、
女
性
の
進
学
意
図
ま
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
卒
業
後
、
社
会
的
に
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
役
割
を
担
っ
た
か
の
追
究
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
だ
大
正
、
昭
和
前
期
に

お
け
る
女
子
高
等
教
育
の
一
端
を
介
し
て
こ
の
時
代
の
日
本
の
ひ
と
つ
の
姿
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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七
〇

註（
1
）　

中
嶌
邦
「
昭
和
前
期
に
お
け
る
女
子
教
育
政
策
の
展
開
─
学
校
教
育
を
中
心
に
─
」
日
本
女
子
大
学
教
育
研
究
所
編
『
昭
和
前
期
の
女
子
教

育
』
一
九
八
四
年
、
国
土
社
、
一
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

　
　

橋
本
紀
子
『
男
女
共
学
制
の
史
的
研
究
』
一
九
九
二
年
、
大
月
書
店
、
一
二
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
2
）　

東
北
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
北
大
学
百
年
史
』
一
、
通
史
一
、
二
〇
〇
七
年
、
東
北
大
学
研
究
教
育
振
興
財
団
、
五
〜
六
ペ
ー
ジ
。

（
3
）　

同
書
、
九
八
ペ
ー
ジ
。

（
4
）　

同
書
、
九
九
ペ
ー
ジ
。

（
5
）　

同
書
、
一
〇
三
〜
一
〇
四
ペ
ー
ジ
。

（
6
）　

東
北
帝
国
大
学
に
次
い
で
東
洋
大
学
が
一
九
一
六
年
に
女
子
学
生
入
学
を
認
め
た
が
、
当
時
東
洋
大
学
は
専
門
学
校
令
の
も
と
の
「
大
学
」

で
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
に
入
っ
た
一
九
二
八
年
で
あ
り
、
正
規
の
学
部
学
生
と
し
て
女
子
学
生
を
入
れ
た
の
は
一
九

三
三
年
で
あ
っ
た
。

（
7
）　

宮
澤
正
典
「『
新
人
』『
新
女
界
』
に
お
け
る
女
子
教
育
論
」、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『「
新
人
」「
新
女
界
」
の
研
究
─
二
〇
世

紀
初
頭
キ
リ
ス
ト
教
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
─
』
一
九
九
九
年
、
人
文
書
院
を
参
照
。

（
8
）　

海
老
名
弾
正
「
男
女
共
学
の
準
備
」『
女
学
校
期
報
』
第
四
五
号
、
同
志
社
女
学
校
、
一
九
二
〇
年
。

（
9
）　
『
同
志
社
百
年
史
・
通
史
編
一
』
一
九
七
九
年
、
学
校
法
人
同
志
社
、
八
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
10
）　
『
同
志
社
百
年
史
・
資
料
編
二
』
一
九
七
九
年
、
一
〇
五
ペ
ー
ジ
。

（
11
）　

三
浦
朱
門
（
作
家
、
文
化
庁
長
官
一
九
八
五
〜
一
九
八
六
年
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
姉
が
お
り
ま
し
て
。
三
歳
上
で
す
け
ど
、

戦
前
の
旧
制
大
学
の
早
稲
田
に
進
ん
だ
ん
で
す
。
そ
の
こ
ろ
は
旧
制
大
学
に
女
子
を
入
学
さ
せ
る
の
に
は
、
東
北
と
い
ま
の
筑
波
と
早
稲
田
だ

け
で
し
た
。」（
三
浦
朱
門
、
さ
ら
だ
た
ま
こ
『
父
と
娘
の
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
』
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
、
二
〇
〇
一
年
、
四
七
〜
四
八

ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
は
全
く
の
誤
認
で
、
早
稲
田
大
学
が
女
子
学
生
を
受
け
入
れ
た
の
は
一
九
三
九
年
で
、
早
稲
田
大
学
以
前
に
、
本
稿
で
記
し

た
他
、
明
治
大
学
（
一
九
三
一
年
）、
東
洋
大
学
（
一
九
三
三
年
）、
法
政
大
学
（
法
文
学
部
文
芸
・
文
政
学
科
、
一
九
三
四
年
）、
大
阪
帝
国

大
学
（
理
学
部
、
一
九
三
五
年
）、
関
西
学
院
大
学
（
一
九
三
八
年
）
な
ど
が
本
科
生
と
し
て
女
子
に
門
戸
を
開
い
て
い
た
。

（
12
）　

中
嶌
邦
「
近
代
日
本
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
の
位
相
」
日
本
女
子
大
学
教
育
研
究
所
編
『
女
子
の
高
等
教
育
』
一
九
八
七
年
、
ぎ
ょ
う
せ
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七
一

い
。
三
七
〜
三
八
ペ
ー
ジ
。

（
13
）　

米
沢
富
美
子
「
科
学
と
女
性
」
読
売
新
聞
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
一
日
。

（
14
）　

一
九
一
一
年
一
一
月
の
同
志
社
理
事
会
は
女
学
校
を
拡
張
し
て
女
子
大
学
と
す
る
決
議
を
行
な
い
、
同
志
社
女
子
大
学
設
立
準
備
委
員
に
一

六
名
の
委
員
就
任
を
依
頼
し
、
委
員
長
に
松
本
亦
太
郎
（
校
友
）
を
依
嘱
し
た
。
翌
一
二
年
女
子
大
学
の
名
称
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
専
門

学
校
令
に
よ
る
同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
発
足
と
な
り
、
松
本
が
臨
時
教
頭
事
務
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
同
志
社
の
各
学
校
長
は
社
長

（
総
長
）
が
兼
任
し
て
お
り
、
各
校
教
頭
が
事
実
上
各
校
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。
松
本
は
初
代
部
長
と
し
て
、
そ
の
理
念
を
人
事
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
編
成
を
通
し
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
。

（
15
）　

ち
な
み
に
、
日
本
女
子
大
学
校
の
大
正
期
入
学
生
の
入
学
動
機
を
み
る
と
専
攻
学
部
（
家
政
、
家
政
理
学
、
国
文
、
英
文
、
社
会
事
業
）
に

よ
っ
て
差
異
が
あ
る
が
、
そ
の
上
位
を
見
る
と
、
1
．
女
学
校
だ
け
で
は
物
足
ら
な
か
っ
た
五
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
。
2
．
専
門
の
勉
強
が
し

た
か
っ
た
二
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
。
3
．
何
か
将
来
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
一
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
。
5
．
精
神
教
育
を
受
け
た
い

と
思
っ
て
一
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
多
答
式
）
な
ど
と
あ
り
、
進
学
動
機
に
あ
る
程
度
の
明
確
な
目
標
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
山
本

和
代
、
落
合
孝
子
「
大
正
期
の
本
学
卒
業
生
に
対
す
る
調
査
報
告
」
日
本
女
子
大
学
教
育
研
究
所
編
『
大
正
の
女
子
教
育
』
一
九
七
五
年
、
一

六
三
ペ
ー
ジ
。

（
16
）　

松
本
亦
太
郎
「
同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
開
設
劈
頭
の
所
感
」『
女
学
校
期
報
』
第
三
三
号
、
一
九
一
二
年
一
二
月
。
専
門
学
部
設
立
の
経

緯
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
の
発
足
」『
同
志
社
百
年
史
・
通
史
編
一
』、「
松
本
亦
太
郎
と
女
子
教
育
観
─
同
志
社
女
学

校
に
関
連
し
て
─
」『
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
』
第
三
一
巻
、
一
九
八
四
年
を
参
照
。

（
17
）　

松
本
亦
太
郎
「
同
志
社
女
子
大
学
部
設
置
に
関
す
る
私
見
」『
同
志
社
時
報
』
第
八
四
号
、
一
九
一
二
年
一
月
。

（
18
）　

松
本
亦
太
郎
「
専
門
学
部
の
新
学
年
」『
女
学
校
期
報
』
第
三
四
号
、
一
九
一
三
年
七
月
。
松
本
は
一
九
一
三
年
七
月
、
京
大
を
辞
し
て
東

京
帝
国
大
学
に
転
じ
た
が
、
日
本
女
子
大
学
校
で
も
教
鞭
を
と
り
、
定
年
退
職
後
は
教
授
に
就
任
、
一
九
一
八
年
以
降
そ
の
死
に
至
る
ま
で
同

校
評
議
員
を
勤
め
た
。
当
時
の
卒
業
生
た
ち
の
「
印
象
に
残
っ
た
講
師
中
、
大
正
中
期
に
は
最
上
位
を
占
め
た
（
二
位
阿
部
次
郎
、
三
位
井
上

秀
）。
松
本
に
対
し
て
、
例
え
ば
「
週
一
回
の
心
理
学
の
講
義
は
実
に
私
共
を
引
き
つ
け
ま
し
た
。
教
室
内
の
み
な
ら
ず
通
学
途
中
で
お
会
い

し
て
も
先
生
独
得
の
会
話
は
忘
れ
得
ぬ
事
で
ご
ざ
い
ま
す
」
ほ
か
の
印
象
を
語
っ
て
い
る
の
は
、
彼
の
女
子
高
等
教
育
へ
の
姿
勢
が
う
か
が
え

る
。
山
本
和
代
、
落
合
孝
子
、
前
掲
、
調
査
報
告
、
一
八
六
、
一
八
九
ペ
ー
ジ
。
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（
19
）　

山
本
和
代
、
落
合
孝
子
、
真
橋
美
智
子
、
河
合
慶
子
「
昭
和
前
期
の
日
本
女
子
大
学
卒
業
生
に
対
す
る
調
査
報
告
」、
日
本
女
子
大
学
女
子

教
育
研
究
所
編
『
昭
和
前
期
の
女
子
教
育
』
一
九
八
四
年
、
国
土
社
、
一
七
四
ペ
ー
ジ
。

（
20
）　

宮
澤
正
典
「
同
志
社
女
子
部
管
理
方
改
革
に
つ
い
て
」『
同
志
社
談
叢
』
第
五
号
、
同
志
社
社
史
資
料
室
、
一
九
八
五
年
。

（
21
）　

山
本
和
代
、
落
合
孝
子
、
前
掲
、
調
査
報
告
、
一
六
八
ペ
ー
ジ
。

（
22
）　

山
本
和
代
、
落
合
孝
子
、
真
橋
美
智
子
、
河
合
慶
子
、
前
掲
、
調
査
報
告
、
一
七
五
ペ
ー
ジ
。

（
23
）　

古
山
高
麗
雄
『
点
鬼
簿
』
一
九
七
九
年
、
講
談
社
。
名
前
も
歴
史
的
朝
鮮
に
ち
な
む
。

（
24
）　

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
所
編
著
『
闇
市
か
ら
来
た
友
・
哲
学
者
─
木
田
元
論
』
二
〇
〇
九
年
、
晃
洋
書
房
。

（
25
）　

山
本
和
代
、
落
合
孝
子
、
前
掲
、
調
査
報
告
、
一
六
〇
ペ
ー
ジ
。

（
26
）　

山
本
和
代
、
落
合
孝
子
、
真
橋
美
智
子
、
河
合
慶
子
、
前
掲
、
調
査
報
告
、
一
八
〇
ペ
ー
ジ
。

（
27
）　

同
調
査
報
告
、
一
八
一
ペ
ー
ジ
。

（
28
）　

朝
鮮
教
育
会
奨
学
部
『
大
正
十
五
年
在
内
地
朝
鮮
学
生
状
況
調
』
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
二
六
年
。

（
29
）　

朝
鮮
教
育
会
奨
学
部
『
昭
和
元
年
十
二
月
現
在
在
内
地
朝
鮮
学
生
調
』。
一
九
二
七
年
度
の
数
字
は
『
昭
和
二
年
十
一
月
現
在
在
内
地
朝
鮮

学
生
調
』
に
よ
る
。

（
30
）　

朴
宣
美
『
朝
鮮
女
性
の
知
の
回
遊
─
植
民
地
支
配
と
日
本
留
学
─
』
二
〇
〇
五
年
、
山
川
出
版
社
、
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
31
）　

宋
貞
姫
「
母
校
よ
り
同
志
社
女
専
へ
」『
学
友
会
同
窓
会
報
』
第
六
一
号
、
同
志
社
女
子
専
門
学
校
、
同
志
社
高
等
女
学
部
、
学
友
会
、
同

窓
会
、
一
九
三
五
年
七
月
。

（
32
）　
『
女
学
校
期
報
』
第
五
四
号
、
一
九
二
九
年
四
月
。『
同
窓
会
学
友
会
期
報
』
第
五
五
号
、
同
志
社
女
子
専
門
学
校
、
同
志
社
高
等
女
学
部
、

学
友
会
、
同
窓
会
、
一
九
三
〇
年
五
月
。
同
誌
、
第
五
六
号
、
一
九
三
二
年
三
月
に
よ
る
。


